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平田清明教授略歴

大正11年(1922) 8月17日 点京に生まれる

昭和17年(194の 9月 東京商科大学予科修了

昭和22年(1947) 9月 東京商科大学卒業

昭和22年(1947)10月 東京商科大学特別研究科進学

昭和23年(1948) 4月 大倉経済専門学佼講師(経済政策学〉を委嘱される

昭和24年(1949) 4月 点京経済大学大倉経済専門学校講師i(経済学説史・経済政

鮫学〕を委嘱される

昭和24年(1949) 9月 東京商科大ず特別研究科修了

昭和25年(1950) 1月 文部教官として横浜国立大学横浜経済専門学校に勤務

昭和26年 (1951) 3月

昭和27年(1952) 4刀

昭和33年 (958) 9月

昭和o4午(1959) 5且

昭和35年(1960) 4月

昭和36年(1961)11月

昭和4口年(1965) 6月

昭和42年(1967)日月

昭和46年(1971) 4月

昭和48年(1973) 3月

昭和48年(1973)10月

昭和51年(1976) 4月

昭和田年(1978) 4月

(1951年 3月まで〕

横浜固有大学助手

横浜国立大字経済学部助教授(1958年 4月ま立〉

埼玉大学経済短期大子守部講師および同大学文理学部非常勤

講師

埼玉大学経済知期大学部功主主j支・同大学文理学部副教J支併
任

名古屋大学経済守二部講師・ [Ii]大宇院経済学研究科経済芋専

攻課程担当

「フランス古典経済学研究序説」により，経済学博士号取

得

名古屋大学杭済竿部助教授

啓蒙思怨国際会議出席のため海外派遣

名T片屋大学経済学部教授(経済学史担当〉

在外研究のため出張を命じられる〈帰国1974年 9月〕

ハリ第E大学にて講義(1974年 9月まで〉

名古屋大字評議員 (1978年 3月まで〉

京都大学経済学部教授(経済原論担当/現在に至る〕

同大学院経済学研究科担当・名古屋大学経済学部教授併任

(1979年 3月まで〕

昭和五年 (1980) 1月 京都大学評議員(1984年 4月まで〉

昭和同年(1日81) 9 ~1O月 短期海外出暖



昭和57年 (1982) 1月

昭和58年c1日83) 5月7日

~22 日

昭和田年(1984) 4月

平岡清明教授略f7，t (417) 133 

京都大学経済学部長・同大学院経済学研究科長(1日84年4

月まで〉

京都大学長事務代理・同大学医療技術短期大学部学長事務

代思

パリ大学(第刊および第皿)客員教授(1985年9月まで〉
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1965年

1969年

1~71年

19RO年

1982年

1982年

1980年

1981年

1982年

1983年

岩波書庖

岩波書庖

岩波書広

岩波書庖

新地書房

岩波書庖

日本評論社

日本評論社

日本評論社

日本評論社

著書

経済科学の創造

市民社会と社会主義

経済学と歴史認識

社会形成の経験と概念

新しい歴史形成への模索

経済学批判への万法叙説

=ンメンタ ル「資本J1 

コンメンタール「資本J2 

コンメンタール「資本J3 
コンメンタール「資本J4 

4月

6月

10月

1962年

1970年

1978年

庖

房

房

書

書

書

波

摩

地

岩

筑

新

著

社会思想史概論(高島善哉水田洋・平田清明〉

経済学史(内田義彦・大野英二・住谷一彦・
伊東光晴・平田清明j

転換期の思想〔宮崎義一・篠原ー・平田清明〉

21世紀へ0思索〔宮崎義 ・篠原 ・中J-U茂・
平田清明〉

共

3月

8月

4月

1986年

1979年

1983年

房

青林書院新社

青林事院新社

書対包新

著編

社会思想史

経済原論

諭文

主額地代の源泉について
山田勝次郎『地代論々争批判』

研究
12月1948年季刊理論〔理論社〕第7号

12月19GC午
エコノミア〔横浜国立大学
経済学会〉第3号

7月

10月

9月

1951年

1951年

1952年

高島普哉編『スミス国富論講
義~ (春秋社〕第4巻

橋
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『国寄論』第4篇における「農業
主義」批判をめ〈 η て

ケェネーにおける動物生理学と政治経
済学

フィジオクラシイと経済科学
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平田清明教授著作目録

ディス・インフレと世界不況

重農主義の成立 (Quesnay)

地代論論争の問題点

地代と民業における資本主義

12月1954年スミス田重良主義批判

12月1954年上

民主主義科学者協会経済部会
珊『経済学教科書学習講座
①~ (蒼樹社)

同
スミスとシスモンディ
経済的不調和の問題

8月1955年百筒

めたの丘接的出岬
時
代
範
地
代
の
地
有
と
所
有
地
所
割
地
分
一

割
一
に

分

序

9月

7月

1956年

1958年

山田盛太郎編『変平期におけ
る地代範鴫』 く岩波書庖〉

都圏重人他編『経済宇入門J
O巨京出版〕

同上

古典経済学の生成と展開
〔内田義彦と共同執筆〕

日ヰ資本主義分析 h 阿

7月1958年
エコノミスト(年円新聞社〕
36巻28号

金子式蔵他編『講座近代思想
史』第5巻『機械の時代』
(弘文堂〉

アルジエリア同題の新視角

4月1959年フランス古典経済学

把握における生産資本循環
上〕ー古典経済学研究の珪
のために

11月1955年
社会科学論集〈埼玉大学経済
学会) 4号

1961年 1，6月
経済科学(名古屋大学経
済学会〕第8主主3，4守

シスモンディ経済学の再検討
その再生産=蓄積論の基本構成を
めぐって C上1[下〕

シλ をンディの分割地所有論
経済学的ロマン主義の特徴づけに
よせて 〔上コ〔三〕

1961年 2，6月商学論集〔福島大学経済
学会〕第29巻4号!第30巻1弓

1月

3月

1962年

1962年

経済研究〔一橋大学経済
研究所〉第13巻 1号

第 9巻3号経済科学

土産資本循環論の方法論的再検討

晩年のエソゲルス
一マルクス主義研究序説ー

「インターナショナノレ」りマルクス
マルグス主義研究序説

3月

日月

1963年

1965年

第10巻3号

内田義彦他編『経済学史講
座』第2巻〔有斐閣〕

経済科学

ケネー経済学体系
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印
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ヨーロッパで考えたこと
一日本で考えることへの序章一

範時と日常語
市民社会と唯物史観

展 望〔筑摩書房〉
111号

思 想 526号

マルクスにおける「構造」概念。再倹討 Bullet四(日仏経済学会)
経済学と文化人類学との谷聞に 4/5号

マルクスにおける経済と宗教
一市民社会と人間疎外ー

市民社会と階級独裁

民 望 119号

世界 278号

三回文学〔三国文学会〕
56;巻1号

別冊潮『口本の将来』春季目

キりスト教とマルクス主義

社会科学における人聞の再生

マルグス研究におけるフランス語版
『資本論』の意義ーとくに本源的 思
蓄積色めくって←(上，下〕

想 539，540号

マルクスにおける市民社会の概念につ 経済研究 20巻3号
いて

物神性の再発見
ー歴史理論としての商品論の総括 思
(上，下)

貨幣把撞と歴史認識
『要綱』貨幣章における市民社会 恩
り省察 〈上中，下〉

物象化と地代範瞬
分割地所有論と経済学的三位一体 思
(上，下〕

想 544，545号

想 5臼， 554， 
556号

想 558， 56日号

資本論研究の新地平
別冊経済評論(日本評論
社〕第5号

歴史的必然と歴史的選択←マルクス
「ザスーりチあての子紙」について・ 展
文献史と理論内容 (1， 2， 3) 

物象化と三位一体範式 思
(1， 2， 3， 4， 5) 

望 154，155， 
156号

想 573，574， 575， 1972年3，4， 
576， 577号 5，6月

1971年 10，
11， 12月

1966年七 5，月
8，11 

1966年 12月

1967年 5月

19昨年 11月

1961年 2月

1961年 3月

1968年 4月

19間年 8月

196E年 11月

1969年 1月

19田年 1月

1969年 4月

1969年 5，6月

1969年 7月

1960年10 
11月

1970年8 71 
10月

1 9 7701 年竿 12 月月， 
1971"" 2 

1971年 5月



(421) 1訂平田情明教授著作目録

市と働

s

労

γ

一
一
下

み〆

い
一
統

ム
E

イ
の

出
テ
中

の
ク
と
レ
中

念
ア
概
イ
上

有
デ
〈

所
白
書

的
有
え

体
所
覚

同
凹 1975年11，12，

1976年 1.2月
617. 618. 619. 
62日号i国思

12月1975年現代思想(青士社〕
3巻13号

日常言語と科学的概念ー
t剰余価値"概念再検討への序章

3月1976年経近年七ミゾー(日本評論社〉
254号剰余価値概念の再検討

6月

7月

1976年

1976年

朝日ジャーナル(朝日新聞社〕
18巻22号

368号

「独裁」慨念の放棄か，豊富化か

フランス人民連合由自己認識ープロ
レタリア独裁概念の放棄に寄せてー

放空支言語ZFスC213勢町場合 朝日ジャーナル
界世

7月1976年18巻27号

7月1977年26巻 7号日欧貿易戦争における経済k文化 経済評論
外国紙での日本像の検討を通じて

2月1978年家永三郎・小牧治編『哲学
と日本社会~ (弘文堂)

経済セミナー 281号

哲学と社会を生きるー追憶の森有正

6月

6月

1978年

1978年27巻6号経済評論

朝日ジャーナJレ

現代に蘇えるマルクス

自主管理社会主義への人間科学
十 Jアタリ『言葉と道具』を読む

フラ γス左翼の苦悩と模索 7月1978年20巻18号

L コノミスト(毎日新聞社)
56巻30. 31， 33， 36. 37， 38. 
39号

経済セミナ}

1978年7~9月

10月1978年285号

プランス左翼の自己苧新
〔全7国連載〕

発生史的方法とは何か

ュニズムとレーニン主義
-_'::1.一回つミュニズムを定義するもの経済評論 10月

1978年 11/12
~1979年 3 月

1978年27巻10号

経済論叢〔京都大学経済学会〕
122巻町6，123巻1/2.3号

マルクスにおける生産誇力の概念につ
いて一生産力山好祉法 (1，2， 3) 

複数主義の宮党 (PCF)内討議の激
流において

2月

1979年4月~
1983年 3月

1979年28巻 2号
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経済評論

コンメンターノレ『資本』論
〔全46講〉

5月

6月

1979年

1979年

世界 402号

月刊総評〔日本労働組合
総評議会)258号

自己管理と複数主義

社会主義の危機か，中越戦争の意味
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中越戦争と社会主義 『ヌーヴェル
・クリティーク』誌ほか

分岐点に立つユーロソシアりズム
ーフラノス社会党メッツ大会での
党内複数主義の総括

アヲンλ社会党の試練

左翼ー混旅田中，新たな模索

自己管理社会主義の三潮流 自己管理
思想の社会主義諸党への浸透(フラ
ンスの場合〕

一つのデカルト像
一マルクスとデカルト

経済辛のプランと方法
M リュベールの所説によせてー
(上，下〕

第137巷第3号

朝目ジャーナル 21巻22号

経許評論 28'巻9号
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地
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町

河上肇の社会科学 住谷彦編『求道の人・河上
一河上取における経済学と唯物史観 肇~ (新評論〉

アルチュセールの悲劇 経済評論 30巻 3号

、、まフラソスで4台まっていること
一「人間の顔をした社会主義」の内実

さらばロスチャイルド 固有化法に揺
オしるフラン入

ポーランドの冬将軍 向キ管理共和問
に挑戦する軍事政権

固有化とフランス憲法

マルクス主義における人格の概念
一人格の物象化と物象の人格化

私のなかのマルクス

失明と開眼のはざまで

産業化と情報化のなかで
ーハリ大学での講義を通じて

宗教と教育 「私学の自由」をめぐ
るフランスでの教育問題一

河上肇における経済学と文学

プルタ}エュへの旅 日仏経済シンポ
ジウムに参加し工

決算迫られるフランス社会党政権

現代に問うフランスの革新と伝統

エコ/ミスト 59巻33号

経済セミナ- 324号

エコノミスト 60巻 1号

経済評論 31巻 4号

社会科学研究年報 f合同出版〕
第6号

思想 705日

世界 461号

世界 469号

潮 308号

東京河上会報 53号

潮 315号

エコノミスト 64巻第7号

エコノミスト 日4巻第12号

1979年 6月

1979年 9月

1979年 9}1

1979年 12月

1980年 8月

1980年 9月

19SC年 9/10，
11/12月

1980年 10月

1981年 3月

1981年 8月

1982年 1月

1982羊 1月

1982年 4月

1982牛 12月

1983年 3月

1984年 4月

1984年 12月

1984年 12月

1981午 12月

1985牛 7月

1986年 2月

1986年 3月
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欧文論文

Remarques sur les categories fonda 
mentales du marxisme 

Sur la Notion de Propriete lndivi. 
duelle chez Karl Marx 

Conceptual Evolution of “Capital in 
Process " in“Foundations of the 
Critique of Political Economy " 

The Economic Science 
(~経済科学j]) Vo1. 15， No. 3 

The Economic Science 
VoL 25， No. 4 

~{yoto University Economic 
Review Vol. 51，-No. 1(2 

March 1968 

March 1978 

Apr.-Oct 
1981 
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s回oc，話e酎t世e日nfお。rnm1atu1que R巳v>目巳目、wVoι1. 54， Nu. 1 

Les moments decisifs de l'econo 
mle Japonalse 

書評

アンリィ・ルフェーヴル『デカルト』

内田義彦『経済学の生誕』

内田義主主『経済学史講義』

杉原四郎「マルクス経済学の形成』

河野健二『思想史と現代』

高島善哉『アダム・スミス』

E バリバーノレ『プロレタリア独裁と
はなにか~ (加藤晴康訳〉

N プーランツァス『資本主義国家の
構造 1j (田門官久治・山岸紘京〉

E.パリパール『史的唯物論研究』
(今村仁司訳〉

PCF党内論争に二士献 アノレチュセ
ールとモリナ=ヴァルガスー

イヴォン・プールデ，アランーギレノレ
ム『自主管理とは何か?j (海原峻・
宇佐見玲理訳〉

Cahiers du GERTTD， Serie 
Developpement 2 (Universite Jan 
Paris-VII， Section d'Economie) 

1986 

一橋論叢(橋大学橋
学会〕第25巻5号

図書新聞〔図書新聞社〕
224号

日本読書新聞〈日本出版協会〕
1117号

経済研究(一橋大学経済
研究所〉第16巻 1号

図書新聞 955号

日本読書新聞 1459号

1951年5月

1953年12月5日

1961年8月14日

1965年1月

1968年4月6日

1968年5月27日

羽田ジャ←ナル(朝日新聞社) 1978年6月2日
20巻2号

日本読書新聞 1972号

エコノミスト〔毎日新聞社〕
57巻担号

日本読書新聞 2012号

1978年目月11日

1979年 6月19日

1979年 G月25日

社会運動」社会運動研究即時10月
センター) 7% J. ~I~~I-

REJ14J犠干苦白書長野望1，日本読書新閣制時 間 1年1512日

キャロル・ C.グールド ~I経済学批
判要綱ょにおける個人と共同体』 朝日ジャーナル 23巻3号 1981年1月23日
〔平野英一・三階徹訳〉
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メ:デヌク・ムりナーシ『夜寒~ (相沢
久監訳・三浦健次訳)

フランス社会党編『社会主義プロジェ
クト~ (大津真作訳〕

内田弘 ~í径済学批判要綱」の研究』

翻訳

マルクス「哲学D貧困」

マルク九í~祖国雑記』編集部への手紙」

第137巻第3号

週刊読書人(日本書籍出
版協会)1368号

朝日ジャーナル 24巻26号

朝日ジキ一ナノレ 25巻5号

マルクスニレーニン主義析究
所編『マルグス=エンゲルス
選集~ (大月書庖〕第l巻下

『マノレタス二エンゲノレス選集』
第13巻上

レーニン Eレーニン選集一戦略・戦
術ー』全3巻 6分冊(共京〉

マルグス「ヴ z ラ・ザスリッチへの手
向上

紙」

暁明社

1981年2月9日

1982年6月18日

1983年2月4日

1950年4月

1950年9月

同上

195 年~1951年

ジェルマ y ・ギャルニエ「国富論序文」皇室門霊長」?ミス国宮論旧年2月

シャン・バピー『経済学の基本原理』 大月書席 1953年5月

ケアンズ「パスチア論」

アレヴィ「νスモンディ諭」

モ リス・トレーズ『トレーズ政治報
告集』全4巻(共訳〉

そーリス・トレーズ『統一戦線と党内
民主主義~ (共訳〉

ガローディ「近代フランス社会思想史』

ケネー著作集 (i経済表」ほか〕

マルクス「哲学の貧困」

マルクス í~オテーチョーストヴ品ンヌ
ィエ・ザピスキ』編集部への手紙」

マルクス iW哲学の貧困』について」

H.Wスピーゲル編『経済思
想[発展史~ II (東洋経済新報 1954年6月
宇土〕

H.Wスピ ゲル編『経済思
?出発展史~ m (東洋経済新報 1954年10月
半土〉

未来社

未来社

1955年日月~
1956年6月

1956年2月

ミネルヴァ書房 1958年9月

『世界大思想全集社会・宗教・
科学思想篇~6C河出書房新社 1959年 B 月

Ti治主古ンゲルス全集~ 19印年間
『マルクス=エンゲルス全集』
19 
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マ

マ

エチエンヌ・パリバール「プロレタり
ア独裁について」

朝日ジャーナル 18巻22号

1968年10月

向上

向上

同上

1976年6月4日
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1976年6月4日

1977年2月~
3月

1982年8月

18巻22号

3号26巻z号，

社

平国清明書支援著作目録

朝日ジャーナル

新

経済評論

泉

ギー・ベス rEパりパールへの反論」
M リュペ ル「経済学のプランと坊
法J(上)(下〕
A トゥレーヌ『ポスト社会主義~ (清
水耕一共訳〕

シャツク・アタリ『情報とエネルギー
の人間科学言葉と道具~ (斉藤
日出治共訳〉

1983年 6月

1954年 4月

1965年9月

日本評論社

経済評論 3巻 4号

経済学史学会年報 3号

『建国記念日(紀元節復活〕制
定不承認運動の言録~ (，紀元
節」問題連絡協議会事務局J

対談・討論・講演記鰻

経済学の論理と人間の問題

経済学史研究白原点を顧みて

論

論
討

討

名山屋大学新聞 305号

大阪市大新聞 333号

現代の理論〔現代の理論社〕
60号

NHK教育テレピ「テレピ討
論 2J
学生論叢(名古屋市立女子短
期大学学術研先委員会) 1号

大学キリスト者(日本YMC
A同盟学生部)35/36合併号

別冊「潮」日本の将来(潮
出版社〕冬季号

展 望 126号

1967年2月

1968年 4月269号界世

講演記録『明治吉年』と資本論100年

座談合現代の技術と文明
東洋と西洋の接点を求めて

対談歴史の主体的形成と学問

対談『資本論』と社会主義

1968年 9月26日

1968年10月10日

1969年 1月

1969年 1月2日

所有の慨念をめぐって

スチューデント・パワ と現代
社会

講演記録物の見方・考え方ーとくに
経済と文化をめぐって

討論

討論

1969年 2月

1969年 2月

1969年 2月

近代化と市民位会講演記録

報告討論

1969年 6月

19田年7月37号大学キリ λ ト者

1969年 8}J別冊「潮」
季号

現代の限〈現代評論社〕
10巻10号

世

展

日本の将来夏

1969年10月

1970年 4}J

1970年5月

1970年6月 l目
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口
H
口
H

s
n
6
 

月
月
月

F
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b
ヴ
，

咋7
 
9
 

界 293号

望 137号

一橋新聞く一橋大学一橋
新聞部)871号

京都大学新聞(学生団体京都
大学新聞社)1475，1477，1479 
号

反戦と直接民主主義

社会主義における経済と人間

マルクス再検討・市民社会と人間

中ソ対立からチェコ事件に
至るまで

対談現代における変革と終末論

講演現代マルグス主義
その展望と問題点一

報告討論市民社会における個人D自
己矛盾

対談

討論

討論

経済学と歴史認識

価値論と歴史認識

講演記録

講演記録
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報告記録文化創造の方法

討論市民社会とマルグス主義 『市
民社告と社会主義」をめぐって

講演記録物象的依存関係の廃棄を

対談近代化とナショヲリズム

報告討論 シンポジウムー「市民社会
と社会主義』をめぐって

講演記録所有論と歴史認識

講演記録マルグス主義田原像と人間
解放

対談芸術とマルクス

討論大塚史学とマルクス主義へのチ
ャレンジ

報告討論 明治以後のマルクス主義の
受容・その歴史的反省

講演 日本における社会科学研究D新
地平

講演記録『資本論』をし、かに読むか

講演討論市民仕会と偏祉

報告討論 シンポジウム:rアジア的
生産様式論」をめぐって

討論個体的所有概念との出会ρ

対談個体的所有・市民社会・プロレ
タリア独裁

対談先進国革命をどう把えるか

討論考えよう，新しい変革へ百道

対談現代社会主義再考

第137巻第3号

思想の科学会報(思想白科学 197日年10月
研九会)68号

現代の理論 82号

横浜国立大学新聞(横浜国立
大学新開会)233， 234号

岩波講座「哲学」第5巻『社
会町哲学』

経 済 系〔関東学院大学
経済学会)86号

197口年11月

1970年11月25日
12月10日

1971年 2月

1971年2月

極北の思想(北海道解放犬
1971年5月

学出版会) 4号

『現代の変草と人間J (新地 1971年8月
書房)

型冊「潮」日本の将来秋季 1971年9月

現代の理論 1∞号 1972年 5月

日
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エコノミスト 50巻28号 1972年 7月

『現代の変革と人間 (ll)J 1日72年 8月

『国民福祉向上への課題と展
望に闘する研究資料ωJ 1973年 3月
〔国民生活センター調査部〉

アジア経済(アジア経済研 1973年
究所)14巻 5.6， 8号 5， 6， 8月

呑川大学新聞〔香川大学新聞 1976年4月13日
会)149号

現代り理論 150号 1976年7月

世界政経(世界政治経済
研究所) 5巻8号 1976年 8月

あ 「 ど〈全電通労働学 1976年 9月
校団結の家) 8号

思想の科学(思想白科学研 1977年8月
究会)79号

対談〈新風土論〉日本の共同体 経済セミナ 272， 273号 1977年9，10月

対談現代社会主義と『市民社会と社
会主義』 季刊現代の理論 165号 1977年12月



討論欧米経済社会考
わが生活体験からー

対談マルクス研究と現代

討論 シンポジウム 新しい所有構造
の模索

討論特別シンポジウム・憂うべき日
本社会の右旋回

報告個体的所有と自主管理社会主義

平田清明教授著作目録

世界 389号

経済評論 27巻11号

創造の世界 。j、学館〉
28号

季刊現代経済(日本紐済新聞
社)34号

社会主義と労働運動(社会主
義理論政策セソター) 3巻 6
号
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1978年4月

1978年11月

1978年11月

1979年4月

1979年 6月

報告複権されるべき社会主義の内実 号会主義と労働運動 4巻 7 蜘年7月

対談社会主義の再定義

報告〈生産 production)について

討論廃棄の時代から計画町時代へ

対談曲がり角の日本と社会科学

討論平田清明氏に聞〈
一新しい経済学申立場から-

講演記録奪済学と社舎認識
『貸本論』の現代田意義

討論 曲がり角にきた日本をどう捉え
るか

講演記録現代における市民社会・国
家・共同体一転換期の思想
を求めて

対談保守と革新のはざまで

討論現代における選択肢 世界の動
きと日本の現状

対談宗教と経済

対談続・宗教と経済

討論 マルクスは何を提起したのか

講演記録現代的危機と自主管理ーマ
Jレグスからの山発

討論時代の潮流をみつめる

報告と討論 ヨーロ γパで考えた日本

日本読書新聞 2066号 1980年7月21日

品協〉fえぜ詰afE?』 1蜘年9月
向上 1980年 9月

zコノミスト 59巻1号

思相の科学 128号

1981年 1月6日

1981年 2月

日
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月
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会
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社
号

自治と社会(自治社会研究
会) 4号 1981年6月

エコノミスト 59巻26号 1981年7月5日

社会運動(社会運動研4
セシター)25号 九 1982年4月15日

中外日報(中外日報社〉
22904. 22905， 2290呂号

1982年6月14日
6]己16日
6月23日

中外日報 22936，22938号 19回年8月訪日
30日

別冊経済セミナー 『
ス死後100年』 岨 1983年2月

社会主義と労働運動 7巻11
号 1983年11月

エコノミスト 62巻 1号

現代の理論 223号

1984年1月17日

1986年3月
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紀行文

にんげん紀行 〆、りに桜の咲〈漬 中外日報 23214号 1984年 5月25日

にん煙げ雨ん紀の行王宮ヴェルザイユの雨 中外 報
にアントワネットを偲ぶ 日 23225号 1984年 6月四日

にんげん紀象行徴 夏の歓ぴの日々 プラ
ンスの ノルマン♂ー〈上)(下〕

2中~325外8号日報 23257， 1984年 9月
3， 5日

にんげん紀行夏の歓旅ぴ〔上の〉日(々 下ー〉第三部 中27外1号日報 23269， 1984年10月
プルゴーニュの 23 1， 5日

にん(下げ)ん紀行 冬休みのパリ(上〕 中22外D号日報 23319， 1985年 2月
23 1， 4日

にんく下げん〉紀行 早春の南フランス(上〉 中2331外8号日報 23346， 1985年 4月
5， 10日

にん(下げ〕ん紀行 ベネノレタスの夏〔上〕 2中339外9号日報 23398， 1985年 8月
7， 9日

にんうげ(上ん紀)行〔下〕法かなるピレネ で思 2中343外2号日報 23426， 1985 年10月月16 日
l1)jl日

にんげん紀行 中国の旅 中外日報 23457号 19喝6年 1月1日

にんげん紀行中欧の旅 中外日報 23466号 1986年 2月3日

にん資げん本紀主行義母同イギの惨リ状スの旅 中外日報 23477号 1986年 3月3日

〔本目録は，辞典項目やガイダンス等の小文を除いて平田教授の学術的著作活動を記録

したものである。自由なユッセイ学も含めた悉皆的な目録としては， ゼミ生の手にな

る『平田清明著作=目録と解題』が， 1983年3月に作成きれている。〕

(作成者八木紀一郎〉


